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横須賀市職員措置請求書

令和３年 月 日

横須賀市監査委員 各位

請求人

一柳 洋

第１ 請求の要旨

１ 公有財産の窃取

（１）横須賀市大楠漁業協同組合の佐島漁港芦名地区内の市有消波ブロック

の窃取

佐島漁港芦名地区において、横須賀市大楠漁業協同組合が、令和２年

４月８日から同年９月２８日の間に、横須賀市が設置していた多数のテ

トラポッド型消波ブロックを窃取した。（事実証明書１、２、３）。

これらの消波ブロックは、横須賀市大楠漁業協同組合が横須賀市に占

用許可を受けて設置した「漁礁兼消波提」なるものの素材として用いら

れた。

したがって、公有財産が窃取され横須賀市大楠漁業協同組合の私有財

産に流用されたものと見なすべきであるため、横須賀市は横須賀市大楠

漁業協同組合に損害賠償させなければならない。

損害賠償額については、本来ならば当該消波ブロック設置工事の代金

を基本とすべきであるが不明であるため、８８２５万１９００円の代金

を要した同じ漁港区域内の消波ブロック設置工事である令和元年度佐島

漁港（芦名地区）芦名３号防波堤消波ブロック据付工事（契約第４３１

１０００１９８号）を参照し、同額と推定する。

横須賀市みなと振興部水産振興課は、横須賀市大楠漁業協同組合に対

し原状回復を求めた指導をしていると主張しているが、現在に至るまで

１０ヶ月もの期間を経ながら原状回復はなされておらず、指導後である

はずにもかかわらず当該区域には横須賀市大楠漁業協同組合の組合員（も

しくは準組合員）である湘南サニーサイドマリーナ株式会社が遅くとも

令和２年９月２８日には不法占用により浮桟橋設置をしている状況であ

る。なお、同社代表取締役である羽柴宏昭氏は横須賀市大楠漁業協同組

合の顧問（もしくは相談役）も務めている人物である。こうした背景に
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鑑みれば、原状回復が為される見込みはないと判断すべきであり、横須

賀市は市有財産を保全するために横須賀市大楠漁業協同組合に対し訴え

の提起をし、強制的に原状回復させるか、損害賠償させるべきであると

ころ、これを怠った。

（２）横須賀市大楠漁業協同組合の不正の行為

横須賀市大楠漁業協同組合は、令和元年６月２０日、神奈川県に神奈

川県海面漁業調整規則第４５条に基づく岩礁破砕許可の申請をした。本

申請に対して６月２１日には令和元年７月１日から令和２年１０月３１

日までの期間において漁港区域内における「漁礁兼消波提設置工事実施

に伴う使用船舶の必要作業水深の確保」を目的とした浚渫行為が許可さ

れた。横須賀市大楠漁業協同組合は、この岩礁破砕許可申請に関連し三

つの点で許可外の不正行為を行った。

第一に、遅くとも令和２年４月８日には既に作業水深の確保は為され

ており、「漁礁兼消波提」なるものの設置作業は７割程度完了していたに

もかかわらず、その後令和２年１０月まで浚渫行為は続いた。つまり、

申請目的外の岩礁破砕となる。

第二に、申請上では－３．５ｍ及び－４．０ｍの水深まで浚渫すると

の内容であったが、いずれの区域も－５．０ｍ以上の浚渫行為が広範囲

で行われたことも明らかとなっている。つまり、申請水深外の岩礁破砕

となる。

第三に、申請書類に記載された浚渫範囲を越えて浚渫行為が為された。

範囲外の浚渫は複数箇所に上ると見られる。つまり、申請範囲外の岩礁

破砕となる。

今回とりわけ問題にしなければならないのは、第三の申請範囲外の岩

礁破砕である。複数箇所に上る範囲外の浚渫行為のうちの一カ所が横須

賀市が整備した芦名５号防波堤の周縁である。浚渫に先立って、設置さ

れていた市有消波ブロックが撤去されたが、令和２年４月８日の航空写

真（事実証明書２）には、まさに市有消波ブロックに手をかけている様

子が映し出されている。そして、撤去した市有消波ブロックを着服し、

横須賀市大楠漁業協同組合が所有する「漁礁兼消波提」なるものの素材

として用いたことが市担当者及び複数の住民の証言により明らかとなっ

ている。また、市有消波ブロックの窃取後に当該区域の浚渫も行われて

いるため、実際には原状回復をするためには更に多量の消波ブロックの

設置を要する状況となっている。

したがって、横須賀市が横須賀市大楠漁業協同組合に請求すべき損害

賠償金は、少なくとも１０００万円は下らない。
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なお、横須賀市大楠漁業協同組合による他の不正の行為も確認され

ているが、本請求書では扱っていないことを申し添える。

（３）横須賀市の不作為

市長は、漁港の維持管理に責任を持ち、その適正な利用を維持しなけ

ればならない（横須賀市漁港管理条例第２条、第３条参照）。

横須賀市は、横須賀市大楠漁業協同組合が、従前より市有消波ブロッ

クを窃取し、市有消波ブロックの下部を浚渫し、然る後に湘南サニーサ

イドマリーナ株式会社が当該区域に不法占用により浮桟橋を設置したこ

とを認識していた。

にもかかわらず、無許可の市有消波ブロックの窃取や不法占用による

浮桟橋設置について、これを中止させるとか、被害届を提出するとか、

訴えの提起して直ちに不法な行為を止め、強制的に原状回復させる等の

適切な監督行為をせず、共益の営利団体である横須賀市大楠漁業協同組

合私益団体による公有財産の窃取を放置してきた。

このような不作為は、漁港を適正に管理すべきとの市民からの信託を

裏切るものであり、市に対して経済的にも不利益をもたらすものである

から、速やかに適正な管理を回復しなければならない。

（４）したがって、上記理由により、横須賀市長に対し、横須賀市大楠漁業

協同組合から少なくとも９８２５万１９００円を徴収することを求める。

第２ 請求人

横須賀市浦賀６－４－２０

一柳 洋 押印

以上の通り、地方自治法２４２条１項に基づき、事実証明書を付して監

査委員に対し、本請求をする次第である。

以上

事実証明書

１ 施設位置図

２ 令和２年４月８日の衛星写真

３ 令和２年９月２８日の航空写真

４ 令和３年１月１９日の航空写真


